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• 本資料の位置づけ 

・ 方針策定に向けて、令和３年度は３回の検討会を開催し、検討を進めて参りました。 

・ 本資料は、第 1 回から第 3 回までの検討状況を示したものです。 

※ 最終的な方針本書ではありません 

・ 令和４年度も、令和３年度の検討会で頂いた意見を踏まえながら検討会を進めて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 令和３年度検討会での主な意見 

第 1 回 
検討会 

（10/25） 

・ ここに住みたいと思えるまちにして欲しい。もっと大胆に、20～30 年後に札幌の顔が変わる、
というものを目指したい。 

・ 交通の考え方をもっと大胆に考えたい。歩行者にやさしい空間を作って欲しい。地上地下の連
携や回遊性を高める視点も必要。 

・ 冬の資源をどのように今後の街づくりにつなげるのか。どのように快適な空間を作っていくか
が課題。 

・ 大通を挟んで開発動向に差がある南北が連携する仕組みが必要。 

・ 起業支援など市の具体の取組にあわせ、魅力的な働く環境を作れるのでは    など 

第 2 回 
検討会 

（12/17） 

・ ゾーン別に考えるところと全体で考えるところの整理が必要、ゾーン毎の広がりもそれぞれ違
って良いのでは 

・ 個人の活動を重視した空間の検討が必要 

・ 最終的な将来像をイメージした上で、実証実験の実施など、そこに向かうステップを検討する
視点が必要 

・ 官民連携の方策や建物規模による活用の仕方を検討すべき  

・ 景観や脱炭素に関する記載も再整理すべき 

・ その他ゾーン毎の具体的な計画の方向性について     など 

第 3 回 
検討会 

（3/8） 

・ 対象エリアの図を、東西南北の少し広めの範囲も含めて表示し、周辺のまとまった緑などとの
関係も意識してほしい 

・ なぜはぐくみの軸の強化が必要なのかという点を、はぐくみの軸の重要性と共に明確にすべき 

・ 大通の歴史性や固有の価値を活かしていくということの重要性を強調すべき 
・ 計画の時間軸を明確にしてほしい。遠い将来には高い目標を設定し、その上で 20 年間での計

画を考えてはどうか 

・ “沿道と公園の一体感”や“道路空間の柔軟な対応”などは具体的な内容がこの段階では見えてい
ない 

・ 方針策定の際には、内容が正しく伝わるような構成とし、分かりやすい表現を用いること 

  など 
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１ 策定の背景、対象エリア、目的 
 

  



5 

 

 策定の背景 

 

はぐくみの軸強化方針策定の背景 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

明治15 年頃の札幌市街  
出典：札幌市「札幌のまちとともに歩んだ公園」
(H28) 

現在の大通公園の代表的な景観（テレビ塔） 
出典：さっぽろ観光写真ライブラリー 

①札幌を取り巻く環境の変化 

 人口減少・超高齢社会の現実化・生産年齢人口の減少に伴う経済縮小の見込み 

 成熟社会を支える都市づくり・地球環境問題に対応した脱炭素社会の実現の必要性 

 災害に強い都市づくりに対する社会的要請・札幌オリンピック（昭和 47 年）を契機に建設されたビル等 

 更新時期の到来・新型コロナウィルス感染症の拡大  など 

⇒社会情勢の変化に合わせた都心まちづくりが必要 

 大通：明治初期に設置されて以降、

時代に合わせて姿を変えながら、札

幌のまちづくりを支える基盤とし

ての役割を果たしてきた貴重な資

源。 

 大通を含むはぐくみの軸：都心の南

北を貫く都心まちづくりの骨格軸

（駅前通、創成川通、東４丁目通）

を東西方向に横断し、都心のまちづ

くりを面的に連結していく上で極

めて重要な都心の骨格軸。 

➡都心の開発気運の高まりに合わせ

て、大通及び大通周辺の資源を活か

した良質な都市空間の形成を図り

都心の魅力を高めていくため、はぐ

くみの軸におけるまちづくりの方

針の策定が必要。 

第 2 次都心まちづくり計画（H28.5 札幌市策定）における都心の骨格構造とターゲットエリア 

②都心の骨格構造の強化 

 はぐくみの軸は、第 2 次都心まちづくり計画で、都心まちづくりにおける東西の骨格構造の一つとして

位置づけられている「大通公園を中心とする『はぐくみの軸』形成に係わるビジョンの検討」を具体的

取組として定めている 

③札幌都心のレガシーを生かした次の 100 年のまちづくり 

 札幌は 2022 年に市制施行 100 周年を迎える 

 札幌の街が次の100年も魅力と活力を持ち続け

るために、東西軸として魅力を高めていくこと

が重要 

石
山
通 

札
幌
駅
前
通 

創
成
川
通 

東
４
丁
目
通 

北３条通 
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時代に合わせて姿を変えながら、札幌を支える基盤としての役割を果たしてきたレガシー 

 歴史的背景 

札幌市の人口の変化 

 

 

 

 

 

 
大通周辺の歴史の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な出来事 

 1927 年(昭和2 年)市電開業 

 1926年(昭和15年)現在の札幌資料館である札幌控訴

院が完成 

昭和 12 年頃の札幌市電 
出典：札幌市公文書館所蔵 

完成当時の札幌控訴院(現：札幌資料館) 
出典：札幌市中央図書館デジタルライブラリー 

社会の近代化を背景に沿道では都市機能の集積が進んだ 

主な出来事 

 1871 年（明治4 年）大通設置 

 明治中期、公園としての整備が進む 

明治初期  
出典：札幌市中央図書館デジタルライブラリー 

明治末頃の大通公園 
出典：札幌市「札幌のまちとともに歩んだ公園」(H28) 
／札幌市文化資料室 

都市発展の起点となる公園・逍遥文化が生まれた 

 

主な出来事 

 さっぽろ雪まつりやホワイトイルミネーション等大通

のイベント利用が始まる 

 1972年(昭和47年)札幌冬季五輪開催と同時期に地下

鉄や地下街が整備 
第 1 回さっぽろ雪まつりの会場 
出典：札幌市公文書館所蔵 

建設中の地下街（1971 年 10 月撮影） 
出典：札幌市公文書館所蔵 

人口の増加に伴い急速な都市基盤整備が進んだ 

主な出来事2018 年（平成30 年） 

 さっぽろ創世スクエアしゅん工 

 2011 年(平成23 年)札幌駅前地下歩行空間開業 

さっぽろ創世スクエア 
出典：（事務局撮影） 

札幌駅前地下歩行空間 
出典：さっぽろ観光写真ライブラリー 

人口の減少が将来的に見込まれる中都市の成熟化が進展し、新たな局面へ 

明治 

 
出典：札幌市「札幌市統計書」(R2)、DATA-SMART CITY SAPPORO「将来推計人口の推移」より 

札
幌
市
人
口 

大正～終戦 

 

終戦～昭和 

 

平成～令和・将来へ 

 

平
成
～
令
和
・
将
来
へ 

終
戦
～
昭
和 

大
正
～
終
戦 

明
治 



7 

 

 対象エリア・策定の目的 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

• 都心の東西軸としての魅力を強化していくため、都市の開発気運の高まりに合わせて強化方針

を策定し、大通公園などの地域特性を生かした沿道のまちづくりを促進していく。 

• そして次の 100 年に向け、時代の流れに柔軟に対応しながら新たな価値を創造し続け、

札幌市民が世界に誇れる、魅力と活力にあふれる札幌都心の実現に寄与することを目指す。 

：対象エリア 

約
3
5
0
m

 

約 2.5km 
国土地理院地図をもとに事務局作成 

国土地理院地図をもとに事務局作成 

はぐくみの軸強化方針 策定の目的 
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 計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市の 

行政計画・指針 

【計画期間】 

（仮称）第 2 次札幌市まちづくり戦略ビ

ジョンが 2040 年代を見据えた内容とす

ること、また、第 2 次札幌市都市計画マ

スタープラン、札幌市立地適正化計画、

第 2 次都心まちづくり計画が策定から

概ね 20 年を目標年次・計画期間として

いることを踏まえ、本方針の計画期間も

策定から 20 年とする。 

 

 

 

 

出典：札幌市「第 2 回札幌市まちづくり戦略ビジョン審議会資料」(R3),「都心のみどりづくり方針（仮称）」(R3),「第 90 回札幌市緑の審議会資料」(R3) 

概略策定スケジュール（現時点の想定） 

具体的取組 

必要な都市計画決定（地区計画、

再開発、都市施設整備）、地域別

のまちづくりの取組（まちづく

りガイドラインの策定など）、そ

の他個別施策の展開 
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２ 参考とすべきまちづくりの動向 
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２-１ 参考とすべきまちづくりの動向 

 

 

 

 

① 社会構造変化に対応する社会づくりが求められている 

札幌市としての人口減少への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌からの市外転出 

  

起こり始めている社会構造変化に対応すべく、 

「人をひきつけ、住み続けたくなる魅力」を都心で創出していく必要がある 

 

・札幌市の将来人口の見通しでは、総人口の減少比率を

生産年齢人口の減少比率が上回っている。 

・札幌からの市外転出の状況を見ると、20～29 歳の若者は大幅な道

外転出超過になっており、その主な理由は「就職」となっているた

め、「働き続けられる環境」を作ることが求められている。 

・第２期さっぽろ未来創生プランにおいても、「質の高い雇用創出と

魅力的な都市づくり」を目指している。 

出典：札幌市「第 2 期さっぽろ未来創生プラン」(R2) 

出典：札幌市「第 2 期さっぽろ未来創生プラン」(R2) 

「支店経済からイノベーション経済へ」をテーマに、魅力的な公共

空間やウォーターフロントの整備によって生まれた都市のアメニテ

ィが、高度な人材の定住と就業を引きつける施策を展開している。 

3 つの異なる経済的な個性(MICE、CREATIVE CVD
※2

、GATEWAY 

CBD)が連携することで都心経済を拡大し、福岡都市圏、ひいては九

州・日本の経済成長に波及している。 

参考とする動向：都市づくりによる人材獲得（福岡都心再生戦略） 

出典：福岡地域戦略推進協議会「福岡都心再生戦略」(H25) 
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② これからの「地方」の価値の在り方 

地方移住への関心の高まり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 札幌市としての施策の方向性 

STARTUP CITY SAPPORO プロジェクト 

  

・ニューノーマルに対応した働き方、暮らし方の定

着から、これまでの「働く場所」に力点を置いた

居住地選択から、「暮らしの質」に力点を置いた居

住地選択に変化している兆しが見受けられる。 

・札幌市では、産官学の連携による札幌市及び北海道のスタートアップ・エコシステムの構築を目的に、

STARTUP CITY SAPPORO プロジェクトを推進している。 

・企業に依存した経済構造からの転換を目指して、産官学による連携からスタートアップ文化を生み出

してきたヘルシンキにおいて、昨今の中心的役割を担う施設の一つ。 

・歴史ある病院を改築して作られており、地域や企業、学生など様々なコミュニティの交流によって新

たなイノベーションやビジネスが生まれている。 

参考とする動向：スタートアップによる企業依存からの脱却（Maria01(ヘルシンキ)） 

出典：国土交通省「デジタル化の急速な進展やニューノーマルに対応した都市政策のあり方検討会（参考資料）」（R3） 
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① 現在の札幌市の都心の開発誘導の方向性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② これからの働く環境としての大通沿道の強み 

働く環境における「屋外空間」の価値 

 
 

  

参考とする動向：国内での不動産投資の変化の兆し 

・ロンドンで行われた「22 Bishopsgate」開発では、個人の幸福を念頭に置いて設計され、仕事の経験

をより楽しく効果的にするアメニティを追加することにより、ワーカーの生活の質に着目した施設環

境整備が行われている。 

・新たな人材の獲得に向けて、オフィス環境に求められる価値もウェルネス/環境配慮/ミクストユース

など多様化していることを象徴している。 

参考とする動向：海外における都市開発のスタンダード 

・民間不動産開発においても、「CASBEE スマートウェルネスオフィス認証」ならびに「DBJ Green 

Building 認証」の最高位評価を獲得し、開発のブランディングにつなげている。例：東京ミッドタウン

日比谷（三井不動産） 

・不動産運用における投資判断基準として、環境・社会への配慮を評価する認証制度(DBJ、Green 

Bilding、CASBEE、LEED)等の認証の取得を挙げ、ESG 投資の取組みを加速させている企業がある。

例：第一生命 

多様化するライフスタイルやニーズに対応した 

開発の誘導や都市空間の活用が求められる 

 

・札幌市では「S・M・I・L・Es City Sapporo」をテー

マとし、「都心の開発誘導方針」にて開発事業に求める

方向性を示している。 

・今後も社会構造の変化に合わせた開発の誘導が必要。 

出典：札幌市「都心の開発誘導方針」（H31.4 改定） 

・コロナ禍における「働く環境」に関するアンケートの多くが、屋外空間の価値向上が、ワーカーの求めてい

る環境であることを指摘している。 

・大通沿道においては、大通公園をはじめとしたパブリックスペースの価値を高めていくことが、「屋外空間」

の価値向上につながる。 

参考とする動向：官民連携によるオープンスペース創出の取組み 

・東京都、大阪市・横浜市・広島市・福岡市などでも、エリ

アマネジメント団体による公開空地部分の活用を促進し、

まちの賑わい形成を図ることを目指している。 

出典：国土交通省「民間空地等の多様な利活用に関する事例集」（R2） 

参考とする動向：緑を取り込んだスペースの創出 

・再開発において、法令等で求められる基準にとどまらず、事業コンセプトの柱として位置づけ、ブラ

ンディングの一環として環境整備を行う事業が見受けられる。 
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① ウォーカブルな都市づくりが全国で始まっている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 居心地の良いまちなかの創出に向けた取り組み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

居心地が良く歩きたくなるまちとして、 

ウォーカブルな都市づくりが求められる 

 

・国土交通省では、「地域課題の解決と新たな

価値の創造のため、多様な人々が集まり、交

流を促進させることが不可欠」として、人々

が居心地が良く歩きたくなるまちなかづく

りを進めている。 

出典：国土交通省「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会中間とりまとめ」（R1） 

・パリは「15 分都市圏構想」を打ち出し、2024 年までに誰もが車に乗らずに 15 分で仕事、学校、買

い物、公園、そしてあらゆる街の機能にアクセスできる都市を目指すと宣言した。 

・同様にポートランド、メルボルン、その他周辺地域でも「20 分の近隣」という考え方が導入されてい

る。これは「20 分は、人々が地元の日常のニーズを満たすために進んで歩くことができる最大時間」

という調査結果に基づいている。 

参考とする動向：徒歩１５～２０分の距離への都市機能の集積 

 

・左記提言を受けて、『「ハード環境」を改善し

ながら、そこに滞在する人々の「空間の快適

性・魅力」に対する感じ方を向上させ、その

結果として「人々の行動が多様」なものにな

る。』という流れで、まちなかの状況を総合

的に把握する視点の整理が試みられている。 

出典：国土交通省「まちなかの居心地の良さを測る指標（案）」（R2） 

・ニューヨーク市運輸局（市内交通の管理者）が 2012 年に公表した実証実験では、低未利用の沿道駐

車場を歩行者利用空間（ベンチ、イベントなど）に活用したところ、沿道の商店で 172％売り上げの

向上が見られた。 

・上記調査を受け「シティベンチ」プロジェクトを開始し、市内に 2000 か所を超えるベンチを設置し、

ウォーカブル空間の創出に努めている。 

参考とする動向：沿道の活力を生み出す道路空間への転換 
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① 大通公園の価値 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② ニューノーマル社会に向けたオープンスペースの価値向上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

大通公園をはじめとしたみどりの価値を再定義し、 

都心のブランディングを図っていく必要がある 

 

・札幌市民にとって、大通公園は最もよく利用

する身近な公園であると言えるが、利用目的

としてはイベントが 55.2％となっており、

多様な公園の魅力が市民に認識されている

とは言えない。 

出典：札幌市「札幌市みどりに関する市民アンケート調査の概要」（H29） 

・ニューヨークの鉄道廃線跡を活用した「ハイライン」では、公園整備を契機として周辺でのホテル、

住宅、アートギャラリーなどの整備が進み、周辺環境の改善に寄与した。 

・その結果として、地価上昇を生み出している。 

参考とする動向：公園整備による地域の価値向上 

・国土交通省の行った調査では、今後都市空間

に充実化が求められる空間として「公園、広

場、テラスなどゆとりある屋外空間」が挙げ

られている。 

出典：国土交通省「デジタル化の急速な進展やニューノーマルに対応した都市政策のあり方検討会（参考資料）」（R3） 

出典：東京都「内幸町一丁目北特定街区 都市計画素案の概要」（R3） 

・東京「内幸町一丁目地区」や、大阪「うめきた２期

地区開発プロジェクト」など、都市において、「公園」

を中心としたまちづくりの構想が展開されている。 

・いずれの計画においても、公園とのシームレスなつ

ながりを創出することを目指し、ネットワークの形

成や、マネジメント体制の構築などが謳われている。 

参考とする動向：公園を中心としたまちづくり 
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③ 環境首都・札幌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 札幌市において考慮すべきリスク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大通公園をはじめとしたみどりの価値を再定義し、 

都心のブランディングを図っていく必要がある 

 

・札幌市では、札幌市の自然環境や緑豊かな街並みなど、恵まれた環境をより

良いものとし、次世代を担う子どもたちに引き継いでいくことを目的とし

て、「環境首都・札幌」を 2008 年に宣言した。 

・また、「第 2 次札幌市環境基本計画」では、SDGs の視点である多様な主体と

の連携や、環境のみならず多分野での成果も同時に得られる取組を進めてい

くこととしている。 

・さらには、「都心エネルギーマスタープラン」では、「低炭素」「強靭」「快適・

健康」を取組の基本方針として掲げている。 

出典：札幌市「都心エネルギーマスタープラン」（H30） 

参考とする動向：都市づくりと連動した脱炭素化 

・コペンハーゲンでは、環境都市としての目標像の達成に向けて、自転車利用の促進を施策として掲げ

てるなど、エネルギー施策に留まらない、都市政策総体での環境負荷低減を目指している。 

・その一つとして、自転車レーンの促進整備などに取り組む一方、ICT の活用などによって時間帯によ

ってバスレーンを自転車レーンに転用するなど、柔軟な道路空間の利活用を目指している。 

・札幌市では、平成 30 年に発生した北海道胆振東部地震において大規模停電による「ブラックアウト」を

経験しており、また、都心部は豊平川が洪水となった場合の浸水想定区域に位置していることから、都心

のさらなる強靭化を図っていく必要がある。 

出典：札幌市「洪水ハザードマップ」(R1) 
出典：札幌市 HP 

参考とする動向：公園と連携した都市ブランディングとしての強靭化 

・住環境整備の進む東京都豊島区池袋エリアでは、新たに整備した公園「イケ・サンパーク」が「防災

機能」を持つことで、地域のレジリエンスを高める役割を担っている。 

・防災上必要となるスペースを日常時にはイベント等で活用することや、100％再生可能電源を活用す

るなど、都市のブランディングに多面的に活用されている。 
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３ はぐくみの軸全体の将来像 
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 まちづくりの理念等 

歴史的背景や参考とすべきまちづくりの動向、現状や課題※等を踏まえ、はぐくみの軸沿道まちづくりの理念、

はぐくみの軸の今後を検討する上で特に重視すべき視点、はぐくみの軸全体の将来像を設定した。 

※現状や課題は資料編参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  



20 

 

 はぐくみの軸全体の将来像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



21 

 

 



22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 大通沿道のまちづくりの方向性 
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５ 取組の進め方 
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